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今号の主な内容 

 

 

◇公明党へ令和８年度予算・税制等に関する要望書/一般

政策要求を要望 

◇日社会保障を守る会緊急集会へ参加 
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公明党へ令和８年度予算・税制等に関する要望書/一般政策要求を要望 

 

前号に続き、令和7年11月26日（水）10時30分より、衆議院第2議員会館で公明党 「臨床技師制度改革議員懇

話会」が開催された。当連盟からは、西浦代表、深澤事務局長、日臨技からは、益田常務理事、橋爪事務局

長、板橋主幹が出席し、当会の要望書を提出するとともに、その内容について説明を行った。自民党同様に

要望は、以下の2点に絞って提出した。 

●医療機関・医療職種の抜本的処遇改善に関する要望 

● 国民の健康を守る検体検査の品質・精度確保に関する要望 

なお、要望書の内容は前号で自民党へ提出した内容と同様のため、全文は日本臨床衛生検査技師会のホーム

ページに掲載しているので、参照されたい。 
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社会保障を守る会緊急集会へ参加 

自民党国会議員で構成する「社会保障を守る会」（代表：田村憲久・元厚生労働相）は12月18日、自民党本

部で緊急集会を開催し、診療報酬改定を巡り同日夕方に高市早苗首相へ申し入れる決議文をまとめた。田村

氏は「財務省をねじ伏せなければならない」と力説した。16日に成立した2025年度補正予算では医療など

の総合支援パッケージとして1兆3649億円が盛り込まれたが、「あくまで『現状の赤字補填』が中心であ

る」と位置づけた。その上で、2026年度報酬改定において「今後の物価上昇・賃金増を反映し、デフレ下と

は異なる新たな経済動向にふさわしい大幅なプラス改定とすること」を要求。「創薬力向上・医薬品安定供

給に配慮しつつ、必要十分な改定を行うこと」も加えた。また、田村氏は集会のあいさつで、医療や介護、

福祉分野で働く方々は940万人おり、全労働者の14～15%くらいだ。ここの賃金が上がらなければ、日本の

国で働く方々の所得が増えるわけがない」と説明した。「今や良い薬は日本では上市しなくなっている。必

要な薬も供給が滞っている。こんなことにしてしまったのは我々の責任だ。こうなったことをしっかりと取

り戻すためにも自民党の国会議員は腹をくくって今回、戦い抜いていく」と語った。 当連盟および日臨技

からも計５名が出席し賛同した。閉会後、「社会保障を守る会」は高市総理大臣へ「 決議手交のご報告」

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


